
花を樹いっぱいに咲かせる八重桜。これが

旧玉川通りの両側に植え込まれ、シーズン

には地元警察の協力の下、商店街主催の

「さくらまつり」が通りを封鎖して開催され

る。また「サザエさん通り」の名前はもち

ろんこの町に住んでいた国民的漫画『サザ

エさん』の原作者・長谷川町子さん（故

人）にちなんだもの。通りの終点にある長

谷川美術館には年間を通じて多くの来場者

があり、サザエさんの看板に見守られて商

店街をそぞろ歩きしながら、お魚くわえた

どら猫を追いかけたりするのである。

インターネット？
よく分からないからやってみよう！

こののどかな街からのインターネットに

よる情報発信を仕掛けたのはNTTマルチメ

ディア推進本部である。マルチメディアビ

ジネス開発部担当部長の山本尚生さんにま

ず聞いてみた。

「基本的には商店街振興を目的としたプ

ロジェクトですので、モデル地区としては

（街そのものに吸引力のある）銀座や渋谷

や新宿じゃ面白くありません。NTTの社宅

がこの街にあったこともきっかけになってい

るんですが、このくらいの規模でまとまっ

ている商店街は実に具合がいいし、商店街

そのものも非常に積極的で新しいモノ好き

だったんです。今年の初めに最初に話を持

っていったんですが、拒絶反応ゼロで、と

くに理事長のうなぎ屋さんが偉かった。『よ

オンラインショッピングやサイバーモール

やエレクトロニックコマースといった耳慣れ

ない言葉がどんどん登場し、既存の小売り

流通システムもインターネット時代を迎えて

変革を余儀なくされている。そんななかで

異色の試みが、実在の商店街をそのままコ

ンテンツとして登録し、町の振興を図ろう

という「桜新町商店街プロジェクト」である。

数あるバーチャルモールとは方向性を180

度異にするサイバースペースのなかの「リ

アルモール」を、当事者、仕掛人、利用

者の3者の側面からレポートする。

●

東急新玉川線「桜新町」駅は渋谷から

各駅停車で4つ目と交通至便な場所に位置

している。世田谷・山の手の高級な、しか

し気取らない住宅地として知られる街だ。

駅を中心にかつては路面電車が走っていた

旧玉川通りと、そこから国道246号線につ

ながる「サザエさん通り」に沿って、約200

軒の店舗が軒を連ねる大きくもなく小さく

もない均整のとれた商店街がある。

町名の由来となっている桜は、ソメイヨ

シノより少し遅めの時期にぽってりとした
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そのままインターネットに。バーチャルではない、リアルのショッピングモールがインター

ネットを利用しはじめた。 レポート 喜多充成
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く分からないから、やってみよう！』です

よ」（NTT・山本さん）

NTTがこれを手がける目的は、身もフタ

もなく言えばデータ通信でトラフィックを

稼ぐということだが、普通の言葉で言うと

地域密着型のマルチメディアを推進してい

くうえでのモデルケースにしたいという狙い

がある。

世界に向かってではなく、
数キロの範囲に向かって情報を発信する

「ネットワーク上にバーチャルモールがで

きあがってしまうということだけは避けたか

ったですね。他のインターネット上のモー

ルのように難しいことはいっさいやっていま

せん。もう街の振興だけで、ほかの難しい

ことはやらない。オンラインショッピングも

ありませんし、電子メールで注文を受け付

けているのも、それを必要とする一部のお

店だけです。VRMLなんてのも後回し。と

にかくお客さんが来てくれるようにすると

いうことを最大の目的としています。かと

言って商店主さんたちもインターネットが

いくら売り上げにつながるかなんていう性

急な期待をしているわけでもありません。

インターネットが世界につながっている

からと言って、必ずしも世界中に情報発信

しているわけではないんです。ただ、相手

が地球の裏側であっても町内であっても同

じコストで発信できるということです。で

すから今もし商圏が半径2キロだとすれば、

それを3キロに、5キロ、10キロに広げるの

にもコストは変わらない。それができれば

成功と言えるのではないかと思っているん

です」（NTT・山本さん）

集客と街の活性化の
方法の１つとしてインターネットを

いっぽうの商店街はこの申し出をどう受

けとめたのか。桜新町商店街振興組合の理

事長を努める「うなぎ割烹　川信」のご主

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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人、土屋弘之さんはこう振り返る務める。

「新聞を読んでいるとインターネットをい

ろんな形で商売に使っていこうとする話を

多く見るようになって、『商店街にもこんな

時代が来るのかなあ』と漠然と考えていた

矢先だったんですよ。今年の初めの、まだ

松の内も明けないうちに水野さん（後述）

がやってきて『NTTもテストケースと考え

ていますから、インターネット、やってみま

せんか？』と持ちかけられたんです。理事会

で相談したら『そりゃうまい話だ』『乗るべ

きだ』『まず話を聞いてみよう』ってこと

で、志望者を募って3回ほど研修会をやっ

たんです。それを聞いているうちに『面白

い。集客と街の活性化にこんな方法もあっ

てもいいんじゃないか』と、本格的に希望

店を募ることになったんです」（土屋さん）

非常に意欲的に
インターネット利用を考えはじめた

お話の中に登場する「水野さん」とは、

NTTラーニングシステムズの水野良さん（フ

ァミリーマルチメディアマーケット調査事務局

課長）。このホームページのコンテンツ制作

を通じて商店街と密に接触を保っている。

「いざスタートするとなっても、店舗数が

そろわないと格好がつきません。『なんとか

30軒ぐらいはお願いします』と土屋理事長

さんにお願いしたのですが、フタを開けて

みるとなんと85軒もの申し込みがありまし

た。実は桜新町にお話をする前に、沿線の

別の商店街にも持ちかけてみたんですがあ

まり色よい返事ではなかった。それからす

ると桜新町は相当に意欲的です」（NTT・

水野さん）

いっぽう理事会の中で「インターネット

担当」として普及説明役に回ったのが「と

んかつ 味の丸新」のご主人、菅沼元春

さん。娘さんの進学祝いにパソコンを購入

するために、機種検討をしながら目を通し

ていたパソコン雑誌でインターネットにつ

いての理解を深めていた。

理事　「とんかつ 味の丸新」菅沼元春さん

専務理事　「桜町不動産」小林浩さん

桜新町商店街振興組合
理事長　「うなぎ割烹　川信」土屋弘之さん
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jhttp://www.infosphere.or.jp/mytown/sakura/

「たとえば特売の広告を新聞のチラシで

やるのであれば、10日ぐらい前に内容を決

めて印刷してしまわなければならないんで

す。ところが『大根1本100円！』と印刷

してしまったあとで、その日の市況が思っ

たより高いこともあるわけですよ。ところ

がインターネットなら、その日の市場の価

格で最新情報を提供できます。なんせ市場

から帰ってきてパソコンに打ち込めばいい

わけですから。また、いつも通勤で前を通

っているだけのお店でも、店内の写真やメ

ニューや主人の顔が分かれば、入ってみよ

うという気になるかもしれない、とこんな

たとえで説明をしました」（菅沼さん）

「街」の住人である
水前寺清子さんが助っ人に

日本全国どこの商店街も、厳しい状況に

囲まれている。スーパーマーケットやGMS

など大型店の進出、あるいはコンビニの侵

食。桜新町にも食品スーパーのサミットス

トアや大丸ピーコックなどが進出している

し、沿線の2駅先には高島屋SCを抱える二

子玉川という大ショッピング街もある。何

もしなければ地盤沈下は免れないのはどこ

の商店街とも同じだが、そんななかでも

「やることはやってきた」という自負がある。
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クリッカブルマップや、あいうえお順、
業種別などでお店を検索できる。

桜新町商店街のホームページ。「サ
ザエさん」の画像の使用について
は、現在版権の交渉中だという。

「うちの商店街はね、規模は大きくない

けど、毎年の『さくらまつり』のようによ

そへ行って話をするとホーッと感心される

ようなことをたくさんやっているんですよ。

理事長（土屋さん）がやる気あるし、若い

人も熱心です。それに羨ましがられるのは

『通りに空き店舗がないこと』と『後継者

がいる』こと。我々が当事者だから何がど

うとは言えないけれど、それなりに魅力あ

る商店街にしようと頑張ってきた結果では

ないかと思っています」（副理事長で「桜

町不動産」社長の小林浩さん）

そんな商店主たちの思い入れに共鳴し、

わが街のためにと、一役買うことになった

のが、桜新町在住のもう１人の国民的有名

人“チータ”こと水前寺清子さんだ。

「もう30年以上この街に住んでいらっし

ゃって、商店街の盆踊り大会に出てきてく

れたこともあるんです。今回もダメもとで

お願いに行ったら快くOKしてくれて、ビデ

オ出演までしてもらえました。新曲の案内

や公演の日程などどんどん入れてバックア

ップしたいのですが、今はテレビのレギュ

ラー番組があるのでそちらをメインにホー

ムページでPRしています」（理事長・うな

ぎ屋の土屋さん）

商店街の応援団としてなら、そこいらの

タレントやアイドル歌手が束になってもか

なわない適役だし、水前寺清子さんにとっ

てもレコード会社や所属事務所のホームペ

ージで露出するのではないところが逆に好

感をもって受けとめられる。まさに両者にと

って好ましいマッチングだったわけである。

100を超える商店が
ホームページに登録される

当初は1店舗1ページ、2～3点の写真と

文章という構成でスタートした桜新町商店

街ホームページは、初回募集した85店舗に

加え、この夏に向けて第2期募集を始め、

さらに50店近くが参加する見込みだ。現状

は将来サービスへ向けての投資という形で

運営コストをまかなっているが、NTTでは

「現段階ではまだ人件費など内部的なコス

トが分かりません。いっぽうで店舗のほう

でもどのくらいの金額だったら効果を認め

られるのかも見えず、1年ぐらいやってみな

いと料金表が作れないんです。他方で本格

的に毎日の特売情報の更新をやるとなった

ら、人手を介さないでできるような仕組み

を作らなくてはいけなくなるでしょうし、そ

れは今後の課題ですね」（NTT・山本さん）

というスタンス。

振興組合が行ったアンケートでも月々の

リーズナブルな負担額という設問の答えは
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500～10000円と幅があり、まだ固まって

はいない。かといって、試行期間が終わっ

たらすぐしぼんでしまうものにはなってほし

くないし、商店街にはそのつもりもない。

「近所の商店街も『桜新町に負けていら

れるか』といろいろ動き出したみたいです。

でも、うちは中身が充実していますから、

だいぶ先を走っているんじゃないかと。始

めるにあたって横浜中華街のページなど2～

3件見て回ったのですが、地図とお店情報

がちょこちょこと載っているだけで『これな

らうちのは威張れる。よその真似しなくた

って済む』と思いましたよ。できるならず

っとこのまま『お先に失礼！』で行きたい

ものです」（理事・とんかつ屋の菅沼さん）

リアルに存在する商店街は
そのまま充実したコンテンツになる

それにしてもコンテンツの充実ぶりは驚

くべきもので、コピーが実に魅力的なのだ。

「午後6時までにお電話いただければ当日

お届け」（萬豊酒店）「卸売りが主ですが一

本売りも致します」（飯島木材店）「これだ

けお安くできるのは、すべて静岡の実家で

栽培しているから」（お茶の藤川園）「近所

のおばあちゃんから古いヤカンの修理を頼

まれます」（田代溶接工業）「郵便局のよ

うに並ばなくても切手や葉書が買える」（松

本煙草店）なんて具合なのである。もう止

まらなくなってクリックを続けると、つい

には「昨年11月の世界大会でナニフラの若

手グループが優勝！」（フラダンス教室

ナニフラスタジオ）なんてのまで現れ仰天

してしまう。が、いくら唐突でもその場所

に行けば本当にあるのだからしょうがない。

どれほど想像力を働かせて作ったバーチャ

ルモールも、実在する商店街のリアリティ

ーには（当たり前だが）かなわない。

NTTにマルチメディアのデモを見に来た

さる関西企業のVIPが「デモを見るより、

ホームページのあったあの町に行きたい」と

急遽視察に訪れたというエピソードもある

くらいだ。

全国の商店街からの注目が
集まりはじめた

土用の丑の日の明けるこの8月には、理

事長である土屋さんが、はるばる新潟県の

中小企業情報センターに講演に招かれるこ

とになっている。行政サイドもこの試みに

注目しており、世田谷区が金銭面も含めた

支援策を検討中であるとも伝えられる。

「パソコンが安くなって全部の家庭に入

るとなったら、世の中は変わるだろうね。

実際、ますますやりたいことが増えてきて

いる。女房が感心して教えてくれたんだが、

うちの店にうなぎを食べに来たあるお客さ

んが『つないでしまえば年寄りでもすぐで

きる。85歳の母に15分ほど教えたら、喜ん

で使っているよ』って言っていたそうだ。

店にも自由にインターネットを使ってもら

えるようコンピュータを置いているけど、確

かにそうだと思うね。これが普及すればお

年寄りなんかはとりわけ便利だし、配達や

出前をしながら、商店街が一人暮らし世帯

の生活のケアをある部分をやってあげると

いうことだってできるようになると思うんだ

な」（土屋さん）

「何のためのインターネットかと言うと、

2か月たって思うのは要は意識改革なんで

すね。いまなら間違いなく話題作りになる

し、情報を出したとなるといいかげんなこ

とはできないからお店もきちんとしてくる。

私も実際の物件情報を登録することも計画

しているし、経営感覚を磨くのにも役立つ

という点にメリットを感じています。だか

ら今の段階でもすでに『成功している』と

言えると思いますよ」（小林さん）

●

桜新町商店街の「今日もいい天気」が

ずっと続いてくれると、この駅をよく利用

する筆者としても大変助かるのだ。
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インターネットビジネス利用の現場から

情報を交換することで、街の活性化
をはかろうとさまざまなフォーラムが
用意されている。

水前寺清子さんも応援している。現在、『ワイ
ド！スクランブル』（テレビ朝日系 月～金曜日・
午後0:00 ～1:55）に出演中。新曲の「Oh! 演歌
だよ」の情報がPRされている。

商店街のお店の情報がこと細かく書いてある。
店内やスタッフの顔写真まである。
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